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１．これまでの調査の視点等・・・・処分場を「安全」に閉鎖するためにどのようにしたらよいのか？ 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

明らかにすべき事項 

排水浄化センター 

リ
サ
イ
ク
ル
文
化
セ
ン
タ
ー 

池の辺埋立区 

S55～H12 
峠谷埋立区 

S55～H8 

雨水調整池 

上流側モニタリング井戸  

下流側モニタリング井戸  

旧埋立地 

～S55 

ポイント１（現在の安全性の確認） 

埋立地の敷地境界付近で周辺環境への影響の可能性はあるのか？ 

ポイント４（影響ルート） 

地下水や雨水の流れはどのようになっているのか？ 

ポイント３（影響要因と今後の対策のための基礎調査） 

処分場の構造はどのようになっているのか？ 

ポイント２（影響要因と今後の対策のための基礎調査） 

処分場の中はどのようになっているのか？ 

目  的 

本処分場の現状を明らかにし、埋め立てたごみや浸出水が周辺の

自然環境や生活環境へ影響を与えない閉鎖のための方策を立案す

る必要がある。 

課題解決の方法 

各種調査と専門家の見解により多角的に判断する。 

 

これまでの調査 

 平成17年度調査  平成 18年度調査 平成 19年度調査 
ポイント 

（明らかにすべき事項） 
 既往資料の収集・整理・ 

解析と調査計画の作成 

 現地でのモニタリング調査の実施と調査結果の評価・解析 

 既往資料の整理  地下水調査 

  ・ 埋立地外 6 箇所 

・ 水質分析 33 項目 

・ 埋立地外 14 箇所 

・ 旧埋立地 1箇所 

・ 水質分析 14 項目 

・ 連続測定 3項目(3 箇所) 

  河川水質調査 

  ・ 放流路 1箇所 

・ 連続測定 3 項目 

  ｲｵﾝﾊﾞﾗﾝｽ調査 

  ・ 埋立地内外 12 箇所 

・ 主要ｲｵﾝ 7 項目 

・ 埋立地内外 26 箇所 

・ 主要ｲｵﾝ 7 項目 

  臭気調査 

ポイント１ 
埋立地の敷地境界付近で周辺環境への影響

の可能性はあるのか？ 

 

（現在の安全性の確認） 

 

 

・ ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞﾃﾞｰﾀ 

 浸出水処理水水質 
 ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞ井戸水質 
 周辺大気質 

 ・ 埋立地外 3 箇所 

臭気指数調査 

 既往資料の整理・現場踏査  埋立廃棄物調査 

  ・ 池の辺・峠谷 7箇所 

・ 掘削・地質調査 

・ 廃棄物分析 19 項目 

・ 旧埋立地 1箇所 

・ 掘削・地質調査 

  浸出水原水調査 

  ・ 池の辺・峠谷 3箇所 

・ 水質分析 48 項目 

・ 池の辺・峠谷 6 箇所 

・ 水質分析 48 項目 

  埋立ガス性状調査 

  ・ 池の辺・峠谷 7箇所 

ガス分析 10 項目 

  底質・水質調査 (雨水調整池) 

  ・ 2 検体(底質・水質) 

・ 底質分析 14 項目 

・ 水質分析 14 項目 

・ 6 検体(底質・水質・流入水)

・ 底質分析 5項目 

・ 水質分析 7項目 

  地中温度調査 

ポイント２ 
処分場の中はどのようになっているのか？ 

 

（影響要因と今後の対策のための基礎調査） 

 

 

・ 埋立廃棄物 

・ ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞﾃﾞｰﾀ 

 浸出水原水水質 
 埋立ガス性状 

 ・ 埋立地内外 14 箇所 

・ 1m 深度ごとの温度 

・ 埋立地内外 22 箇所 

・ 1m 深度ごとの温度 

 既往資料の整理・現場踏査  試掘調査 埋立廃棄物調査 ポイント３ 
処分場の構造はどのようになっているのか？ 

 

（影響要因と今後の対策のための基礎調査） 

 ・ 各構成施設 

 浸出水・雨水集排水管 
 しゃ水構造 等 

 ・ 池の辺・峠谷 5箇所 

・ 掘削・目視調査 

・ 旧埋立地 1箇所 

・ 掘削・地質調査 

 既往資料の整理・現場踏査  地質調査 (地下水調査と同一箇所) ポイント４ 
地下水や雨水の流れはどのようになっているの

か？ 

（影響ルート） 

 ・ 地質・水文資料 

・ 雨水排水系統 

 ・ 埋立地外 6 箇所掘削 

・ 現場透水/粒度試験等 

・ 埋立地外 6箇所掘削 

・ 現場透水/粒度試験等 
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２．これまでの調査結果等 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

排水浄化センター 
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ー 

池の辺埋立区 

S55～H12 
峠谷埋立区 

S55～H8 

雨水調整池 

上流側モニタリング井戸  

下流側モニタリング井戸  

Ａ’(Ｂ’) 

Ａ 

Ｂ 

旧埋立地 

～S55 

ポイント１（現在の安全性の確認） 

埋立地の敷地境界付近で周辺環境への影響の可能性はあるのか？ 

⇒●地下水環境基準を超過する地点はない。 

●しかし，峠谷埋立区下流の浅い地下水の電気伝導率と塩素イ

オン濃度は他地点に比較して高く，廃棄物層からのしみだし

は考えられる。 

●雨水調整池の水質は，埋立地周辺からの流入水の影響を受け

ている可能性がある。また，底泥はダイオキシン類が環境基

準を超過し，鉛の含有量も高い。 

ポイント４（影響ルート） 

地下水や雨水の流れはどのようになっているのか？ 

⇒●砂層(Ｄｓ１層)の地下水は，地形に沿って，大局的には南西から北東の方向に流れている。（左図の水色の矢印） 

 ●周辺に降った雨も埋立地へ流入している可能性がある。 

ポイント２（影響要因と今後の対策のための基礎調査） 

処分場の中はどのようになっているのか？ 

⇒●浸出水原水の放流基準，地中温度の廃止基準を満足する程度までは安定化している。 

●浸出水原水は廃止基準を一部項目で満たしておらず（17項目のうち，水素イオン濃度，浮遊物質量，鉛，銅，亜鉛）

●埋立地内部の発生ガスも環境基準を一部満たしていない項目がある（8項目のうち，水銀，ベンゼン）。 

●データのばらつき（季節変動等）が見られ，経年的な安定化の進行は不明確。 

ポイント３（影響要因と今後の対策のための基礎調査） 

処分場の構造はどのようになっているのか？ 

⇒ 

今後、明らかにすべき事項 
① 季節変動が大きいため、埋立地内の安定化進行状況の把握のためには、今後も継続的な調査が必要 
② 旧埋立地の安定化状況の調査が必要 
③ 地下水調査は今後も観測を継続し、変化の動向を把握する（峠谷埋立区とその下流付近に着目、旧埋立区付近の調査と観測孔の増設） 
④ 雨水調整池へ流入する「池の辺雨水」の詳細調査が必要（必要に応じて対策の検討） 
⑤ 雨水による処分場への影響を防ぐために、雨水の適切な排除と埋立地内への雨水浸透の軽減化が必要（雨水排水溝の整備、最終覆土、底泥の浚渫等の対策の検討） 

池の辺埋立区 雨水調整池 
排水浄化 
センター 

A A’

しゃ水構造

雨水調整池へ 浸出水 

浸透水 
地下水 

雨水 

浸出水集排水管 

浸透水集排水管 

排水浄化センターへ 

峠谷埋立区 雨水調整池

排水浄化 
センター旧埋立地 B B

しゃ水構造

しゃ水壁 雨水調整池へ
浸出水

排水浄化センターへ 

地下水

雨水

地下水の主な流れ 

（地下水が存在する砂層：Ｄｓ１層） 

・・・・平成 20年度 調査・分析で対応 

・・・・平成 20年度 基本計画で対応 
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３．今年度の進め方 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

今年度は、これまで同様“引き続き現地調査”を実施するとともに、“閉鎖に向けた総合的な対策”について並行して検討を行う。 

既存資料を用いた 
処分場の現状把握

と課題の抽出 
 
⇒既存調査の整理 
⇒施設の状況把握 
⇒調査計画の立案 

現地調査の実施 
 
 
 
 
視点①：安定化状況の評価 
…浸出水・埋立ガス等の調査により、埋

立物の安定化状況を把握し、閉鎖方法

の検討、廃止に向けたスケジュールの

想定等に資する 
 
視点②：周辺環境への影響評価 
…地下水や大気等の調査により、現時点

における周辺環境への影響の有無を

把握し、対策の必要性、閉鎖方法の検

討等に資する 

現地調査の実施 
 
 
 
 
 
⇒継続的調査の実施 

⇒追加的調査の実施 

・旧埋立地の調査 

・雨水調整池流入水 

の詳細調査 

現地調査の継続 

閉鎖・対策工の実施 
 
 
 
 
 
廃掃法の規定である 
最終覆土工事を実施 
し、“埋立処分終了届

出書”を都へ提出 

モニタリング調査の実施 
 
 
 

 
 
⇒ 廃止に向けた 
モニタリングに移行 

平成 21年度以降 平成１5年度 

埋立処分の 
中止 

平成１7年度 平成１8年度 平成１9年度 

適正閉鎖に向けた検討 

（周辺の環境に汚染等の影響を与えないような閉鎖方法の検討） 

処分場の閉鎖 
 

処分場の廃止 
 

廃止に向けたモニタリング 
 

平成20年度 

跡地利用の検討・実施 

閉鎖方法の検討 

 
 
 
 
 
・最終覆土 

・雨水排除 

・雨水調整池底泥浚渫 

(雨水調整池流入水の対策)
 
 
 
 
 
(箇所/項目/頻度/体制等) 

・安定化状況 

・周辺環境への影響 

廃掃法の規定 
“廃止基準の適合”を

都へ申請・受理 
 
⇒ 廃止の確定 
（維持管理が不要） 

処分場への 
廃棄物埋立 
処分を中止 

委員会の実施 （当面 2年間の開催を予定） 

廃棄物の処理及び清掃に関する法律（以下、廃掃法、という）の要求事項

現 在 

現地でのモニタリング調査を継続的に実施 

閉鎖・対策工 

基本計画の立案 

モニタリング 

計画の立案

閉鎖・対策工 
の施工 

モニタリング結果等の定期的な報告 
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４．今年度の調査・検討計画(案) 

 
                  

調 査 項 目 調 査 位 置 調 査 内 容 主 な 変 更 点 ・ 理 由 
池の辺；４箇所（IB No.1～4） ① 浸出水 

原水調査 
埋立地内 
７箇所 
；● 峠谷；３箇所（TB No.1～3） 

水質分析：７箇所 ２０項目 
（pH，BOD，COD，SS，T-N，T-P，TOC，

Cl，EC，ORP，Cr6+，T-Hg，Cd，Pb，As，
Cu，Zn，水温，外観，透視度） 

変更なし 

池の辺；４箇所（IB No.1～4） 

埋立地内

での調査 

② 埋立ガス 
性状調査 

埋立地内 
７箇所 
；● 峠谷；３箇所（TB No.1～3） 

ガス分析：７箇所 １０項目 
（ｶﾞｽ量，CH4，N2，O2，CO2，H2S，Hg，温
度，C6H6，CH2Cl2） 

変更なし 
（住民報告会での意見に対応している） 

H18掘削孔 
； 

埋立地外； 
 ６箇所（MB No.1～6） 

H19掘削孔 
；● 

埋立地外； 
 ８箇所（MB No.7～13，MB No.2別孔） 

その他 
；● 

排水浄化センター横マンホール；１箇所 

①水質分析：１５箇所 
 
 
②連続測定；６箇所 
 MB No.2，MB No.4，MB No.6
 MB No.8，MB No.9，MB No.11

①１４項目 
（pH，BOD，COD，SS，Cl，EC，CN，Cr6+，

T-Hg，Cd，Pb，As，R-Hg，DXNs）（鉛は
2検体(ろ過の有無)を分析） 

 
②水位，水素ｲｵﾝ濃度，電気伝導率，水温 

①変更なし 
（住民報告会での意見に対応している） 
 
 
②連続測定については，今年度の観測結果

を踏まえて，新たに観測地点３箇所を追加

① 地下水調査 

H20新規 
掘削孔 
；★ 

埋立地外(旧埋立地，Ds1層)； 
 ２箇所 
 
埋立地外(Ds２層)； 
 １箇所 

①地質調査；３箇所 
 旧埋立地 30m×2箇所＝60m 
 埋立地外 40m×1箇所＝40m 
 
②水質分析：３箇所 
 
③ガス分析：埋立地内の２箇所 

①現場透水試験，粒度試験，調査孔の設置，等 
 
 
 
②１４項目（項目は上記の水質分析に同じ） 

 
③１０項目（項目は上記のガス分析に加えて，

総揮発性有機化合物(TVOC)を分析） 

◆旧埋立地を対象に 2箇所の掘削を行い，
埋立物と Ds1層の境界部の状況，Ds1層の
水質，また，ガス分析により埋立物の状況

等を確認する 
 
◆Ds２層の地下水質を確認する 

埋立地外

での調査 

② 底質・水質調査 
 （雨水調整池） 

埋立地外 
6～8検体 

①底質：▲  
 底泥 1検体(3箇所等量混合) 
 
②水質（池水）：▲  
 池水 2検体(3箇所等量混合×2深度 
 
③水質（流入水）：→  
 池への流入雨水 3～5検体程度 

①底質分析 
 
 
②水質分析(池水) 
 
 
③水質分析(流入水)；3～5箇所 
          
 

①５項目 
 （ﾀﾞｲｵｷｼﾝ類，重金属類(Pb，Cd，As，T-Hg)） 
 
②７項目 
 （pH，BOD，T-N，Cl，EC，Cr6+，Pb） 
 
③１１項目 
 （pH，BOD，T-N，Cl，EC，Cr6+，Pb，Cd，

As，T-Hg，R-Hg） 
※流入管流量を調査予定 

①変更なし 
 
 
②変更なし 
 
 
③流入水の水質は，測定していなかった重

金属類を加え，水質をより詳細に確認する

とともに，流入管の流量についても測定す

る 
① 地中温度調査 埋立地内外 

25箇所 
下流側ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞ井戸，MB No.1～13，MB No.2別孔，
IB No.1～4，TB No.1～3，新規掘削孔 3箇所 

地中温度測定；２５箇所 調査孔を用い，１ｍ深度毎に温度を測定 新規掘削孔分が増加 埋立地 
内外での

調査 ② ｲｵﾝﾊﾞﾗﾝｽ 
調査 

埋立地内外 
32～34箇
所 

上下ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞ井戸，雨水調整池水，流入水 3～5箇
所，放流路，MB No.1～13，MB No.2別孔，IB No.1
～4，TB No.1～3，新規掘削孔 3箇所 

水質分析；３２～３４箇所 陸水の主要イオン 7項目を分析し，成分比率を
比較 

新規掘削孔分が増加 

現
地
調
査
の
実
施 

埋立地 
周辺での 
調査 

①周辺井戸 
・湧水調査 

周辺の民家等の井戸，湧水 ①状況調査；井戸の形状(湧水状況)，水位(流量)，水質(pH,EC)測定 
 
②水質分析；10箇所で試料を採取し，主要イオン 7項目を分析×２回分析 

◆広域な周辺地下水水質を把握する 
（住民報告会での意見に対応している）

◆対比のため対象データを取得する 
 

検 討 項 目 検 討 内 容 主 な 目 的 
１．閉鎖・対策工基本計画 ①最終覆土計画（最終覆土の施工範囲，断面形状，最終造成形状，等） 

②雨水排除計画（雨水として排水する範囲，水路ルート，水路断面，等） 
③雨水調整池の底泥浚渫計画（除去範囲，除去方法，除去した底泥の処理方法，等） 

①浸出水化する水量の減少，将来的な跡地利用の有効活用，景観の向上をおこなう 
②雨水の速やかな排除により，浸出水化する水量を減らし，周辺環境への影響を最小化する 
③現状の支障を除去して，今後，雨水調整池周辺からの影響のモニタリングを可能とする 

閉
鎖
方
法
の
検
討 

２．モニタリング計画 ①閉鎖，廃止に向けたモニタリング計画（調査箇所／項目／頻度／監視体制，等） 
②リスク管理のためのモニタリング計画（調査箇所／項目／頻度／監視体制，等） 

①埋立地の安定化状況や周辺環境への影響を把握し，廃止と跡地利用の検討に役立てる 
②周辺環境への影響の変化を早期に把握し，周辺住民の安全確保に役立てる 

 

① 調査・検討内容 注１：赤字：本年度から変更があったものを示す   注２：●   ● ★ ■ ▲ → は、次ページにおける各調査の実施箇所を示す 注３：青字は作業部会等の意見による変更点 
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② 調査位置図 

５
 

（縮尺 1：2000） 

注１：雨水調整池の底質・池水の水質は、▲３箇所の等量混合試料を用いる予定 
雨水調整池への流入水の水質は、前年度と同箇所及び新規流入箇所にて採水を予定 

排水浄化センター 

雨水調整池 

池の辺埋立区 
峠谷埋立区 

リ
サ
イ
ク
ル
文
化
セ
ン
タ
ー

旧埋立地 
（両埋立区整備前） 

流入管(試料名:池の辺雨水)

(ﾋｭｰﾑ管φ800mm) 

★ 

★

★ 

★

計測機器設置予定箇所③(新設)

計測機器設置予定箇所②(新設)

計測機器設置予定箇所①(新設) 

鶴見川へ放流 

計測機器設置(連続測定) 

ＭＢＮｏ.１６ 

C’  C  

Ａ 

Ｄ  
Ｄ’  

Ｅ  Ｅ’  

Ａ’(Ｂ’) 

B  

Ｄ’  

ＭＢＮｏ.１５ 

ＭＢＮｏ.１４ 

黄色に着色箇所：今年度新規調査箇所 

旧埋立地調査（地質調査・水質分析・ガス分析） 
※ 旧埋立地の Ds1 層を対象(深度 30m) 
※ 旧地形から、廃棄物の埋立高が比較的厚い
箇所を選定 

※ 埋立物の安定化状況、Ds1 層の地下水水質、
埋立物と地山の境界部の状況を確認 

地下水調査（地質調査・水質分析） 
※ Ds2 層を対象(深度 40m) 
※ 想定される Ds2 層の地下水流向
の下流側を選定 

※ Ds2 層の地下水水質を確認 
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 地質想定断面図 

：平成 18 年度実施ボーリング 

：平成 19 年度実施ボーリング 

：平成 20 年度実施ボーリング 

旧埋立地 峠谷埋立区 雨水調整池 

排水浄化 
センター 

B’B 

沖積層(Ap)は 

水を通し難い層 

盛土により遮断され沖積層

は連続しない 

盛土と地山の境界は水を 

通し難い 

Ds1 層に地下水が存在

している（下層の Dc層

は水を通し難い層） 

Ｅ Ｅ’

※斜面の表層堆積物は表現していない 

峠谷埋立区旧埋立地 

池の辺埋立区 雨水調整池

排水浄化 
センター 

A A’

池の辺埋立区 峠谷埋立区 
C C’

旧埋立地 

池の辺埋立区 

Ｄ Ｄ’

雨水調整池 

※３月の中間報告会の指摘を受けて、断面図の色を一部変更した 

MB No.8 

MB No.9

MB No.2 別孔

MB-No.2

MB No.12 
MB-No.4 

MB No.13 MB No.11 MB No.9

MB No.2 別孔

MB-No.2

MB No.5 

MB No.15 
（投影） 

MB No.8 MB No.10

MB No.14

MB No.16
（投影） 

MB No.13

MB No.6
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 周辺井戸・湧水調査の調査範囲 

・青色の範囲 

周辺の地形から見て、要監

視のエリア 

（広域の深い地下水流動を

考慮した場合の下流側）

Ａ地区

Ｂ地区

Ｃ地区

Ｄ地区

Ｅ地区

Ｆ地区

対象地区 

Ａ～Ｆ地区および対象地区の、各

地区において１～３箇所井戸・湧

水について調査を実施する。 

 

＜調査項目＞ 

・現地水質測定 

 ｐＨ、水温、電気伝導率 

・井戸水位 

 手計りで測定可能な箇所 

（湧水では湧水量） 

 

※調査結果から代表点 10 箇所に

おいて、主要 7 成分の水質分析

(イオンバランス調査)を実施 

町田市最終処分場
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③ 今年度の検討スケジュール(案) 

①現地調査

ﾎﾞｰﾘﾝｸﾞ調査

水質分析等

周辺井戸・湧水調査

水質連続測定

②解析

調査結果の解析

モニタリング計画

とりまとめ

①基本計画（構想）

②概算工事費

（３）検討委員会及び作業部会

検討委員会 (委) (委) (委) (委) (委)

作業部会 (部) (部) (部) (部) (部)

5月

（２）最終処分場適正閉鎖
　　　　　　　　の基本計画業務

（１）最終処分場適正閉鎖
　　　及び周辺環境影響調査業務

9月7月

平成21年平成20年

12月 1月 2月 3月8月 10月6月 11月

5/18～6/23：ボーリング調査

6月下旬～７月上旬：サンプリング

6月下旬～7月下旬：分析（一部項目は～8月下旬）

① 第4回検討委員会議事要旨の確認
② 住民報告会の開催報告
③ 本年度の調査内容の再確認
④ 今後の対策の基本的な考え方

①仮置き計画（案）
②本年度調査内容の再確認
（分析項目の追加・変更）

①現地調査結果まとめ
②基本計画（構想）(案)
③モニタリングの方向性

①現地調査結果（残り）
②モニタリング計画(案)

①現地調査結果まとめ
②基本計画（構想）
③モニタリング計画

① 今年度調査の先行部分について
② 今後の対策のための土質材の確
保について

①仮置き計画
②今年度の調査計画（案）
③今後の対策の基本的な考
え方


